
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京土木営業部 ：東京都港区芝公園 2-4-1 芝ﾊﾟｰｸﾋﾞﾙＢ館 ℡ 03－6402－8251 

大阪土木営業部 ：大阪市北区西天満 3 丁目 2－17 ℡ 06－6363－1884 

技術部 ：東京都港区芝公園 2-4-1 芝ﾊﾟｰｸﾋﾞﾙＢ館 ℡ 03－6402－8257 

 

「高付着タイプ」溝付鋼管長尺切羽補強工 

type 

Metal eco fix type「RASEN(螺旋) concept」 

補強部材構成例(L=13.5m) 

施工状況 

部材構成図 

※リーク対策時に使用 バルクヘッド管※L=1,065 

先頭管 L=3,520mm（有効長 3,455mm） 

中間管 L=3,100mm（有効長 3,035mm） 

中間管 L=3,100mm（有効長 3,035mm） 

端末管 L=3,100mm（有効長 3,035mm） 

（Me-fix typeR 鋼管） （Me-fix typeR削孔状況） 

13,625 

3,455 3,035 3,035 3,035 1,065 

特許第 4942211 号 

NETIS 番号：KT-080027 
(※一部仕様について) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ｍｅ-ｆｉｘ」シリーズのフラッグシップ。 「ｔｙｐｅＲ」誕生。 

 

「Me-fix（typeR）」はこれまでの鋼管による切羽補強工の弱点であった付着耐力の向上を図り、確実

な地山拘束力が期待できる長尺鋼管切羽補強工です。鋼管表面に突起をつけたタイプと比較し、削孔

推進時の抵抗が少ないことから施工上の適用地質の拡大を図れます。 

 Me-N Me-fix (typeＲ) 

形状 φ76.3 （t=4.2） φ76.3 （t=4.0、4.2） 

概要図   

単位重量 (kg/m) 7.47 7.14、7.47 

素管断面積 (mm2) 951 909、951 

周面付着面積 (mm2/m) 240×103 240×103 

接続部引張強度(kN) 300 300※1 

単位付着耐力※2(kN/ｍ) 50 150 

※1 試験データに準じた推定値 

※2 注入材はプレミックスモルタル（材令 24hr、一軸圧縮強度 qu≒12N/㎜ 2）での試験代表値 

付着耐力の向上と推進性能の確保 

３次元数値解析例（せん断ひずみ量分布図） 

（Me-N） (Me-fix typeＲ) 

縮径接続によりネジ部の強化と鋼管の薄肉化※1 

「Me-fix（typeR）」は縮径接続とするによりネジ部耐力の増強を図り、小口径薄肉鋼管（Φ76.3×4.0、4.2

㎜）の使用を可能とし、軽量化に伴い経済性、施工性が向上します。また、接続部は小口径薄肉鋼管の直

径φ76.3 と同程度の直径となり、打設時の抵抗になりにくい形状となっています。 

接続部引張試験状況 接続部の概要図 

特別仕様（オプション）として縦方向のスリットを設けることにより、掘削時に鋼管と注入材を分別

回収できる構造とし、鋼管のリサイクルが図れます。 

（縦方向スリット） （縦方向スリットによる分別イメージ） 

分別回収による鋼材のリサイクル化 （特別仕様※2） 

「Me-fix 工法」は付着力向上により、切羽の拘束効果を高める

長尺切羽補強工法です。 

「typeR（RASEN concept）」は、らせん(螺旋)状の溝付鋼管

により、従来の溝付き GFRP 管と同等の付着耐力を有します。 

表面が平滑な一般鋼管では付着力不足により必要本数が多く

なる際に、使用本数を低減でき、経済的に優位となります。 

 

 

 鋼管 

 

注入材 

 

※1、※2 NETIS 新技術の新規項目内容（KT-080027-A） 


